
２．４ 協同組合東農地域木材流通センター／(株)ハフニアムアーキテクツ 

２．４．１ 建築物の仕様一覧 

 

事務所

岐阜県恵那市

木造軸組工法＋CLT床・屋根の一部等

2

7.16

5.7

459.98

190.61

262.98

１階 186.14

２階 76.84

３階 -

床、屋根

加工前製品量15.37㎥、建築物使用量13.50㎥

寸法 -

ラミナ構成 -

強度区分 -

樹種 -

寸法 150mm厚

ラミナ構成 5層5プライ

強度区分 Mx60A相当

樹種 スギ

寸法 36mm厚

ラミナ構成 3層3プライ

強度区分 Mx60A相当

樹種 スギ

柱：ヒノキ　梁：スギ

44.48㎥

屋根 ｶﾞﾙﾊﾞﾘｳﾑ鋼板(t=0.4)立てﾊｾﾞ葺き

外壁 ヒノキ板t20縦目透かし張り

開口部
樹脂複合サッシ＋３層複層ガラス（Low-E、断熱ガス、中空層幅15mm）
木製サッシ＋３層複層ガラス（Low-E、中空層幅16mm）[南面]

界壁 -

間仕切り壁 GB12.5 + ペーパークロス

床 土間顕しモルタル金鏝、CLT顕し＋オイル塗装

天井 CLT顕し

仕様規定（壁量計算）

ビス接合＋顎掛け

4.55（床）、8.645（屋根）

床のCLTは確実に音抜けする。同時使用がほとんどないものとして両面顕しとしたが実使
用時に問題が生じた場合は天井を付加することとなっている。

その他地域

無

なし

なし

該当なし

CLTは外壁に不使用

屋根（又は天井） グラスウール20K 215(120+105)mm + 38K 105(53+53)mm

外壁 グラスウール20K 330(120+105+105)mm

床 なし

使用条件によってクリア、音対策なし

トラスについては精度の高い加工が求められた

壁は在来とすることで壁内に納めた

屋根面における厚い付加断熱層は劣化対策上も有効

R5年4月～R6 11月（20カ月）

R6年12月～R7年6月予定（7ヵ月）

ＣＬＴ躯体施工期間 R7年2月中旬（床2～3時間、トラス2日（ただしトラスの大部分は製材）

2025/６月末予定

協同組合東濃地域木材流通センター

株式会社ハフニアムアーキテクツ　福山弘

株式会社ハフニアムアーキテクツ　福山弘

金子建築工業

中東・鳥取CLT

石川県森林組合連合会ラミナ供給者

工
程

設計期間

施工期間

竣工年月日

体
制

発注者

設計者（複数の場合はそれぞれ役割を記載）

構造設計者

施工者

ＣＬＴ供給者

温
熱

建築物省エネ法の該当有無

温熱環境確保に関する課題と解決策

主な断熱仕様
（断熱材の種
類・厚さ）

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策

建て方における課題と解決策

給排水・電気配線設置上の工夫

劣化対策

構
造

構造計算ルート

接合方法

最大スパン

問題点・課題とその解決策

防
耐
火

防火上の地域区分

耐火建築物等の要件

本建築物の防耐火仕様

問題点・課題とその解決策

屋根パネル

木
材

主な使用部位（CLT以外の構造材）

木材使用量（㎥）※構造材、羽柄材、下地材、
仕上材等とし、CLT以外とする

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

軒高（ｍ）

敷地面積（㎡）

建築面積（㎡）

延べ面積（㎡）

階別面積

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
仕
様

ＣＬＴ採用部位

ＣＬＴ使用量（㎥）

壁パネル

床パネル

事業名 地域工務店による高環境性能事務所の建築実証

実施者（担当者） 協同組合東濃地域木材流通センター／株式会社ハフニアムアーキテクツ（福山弘）

建
築
物
の
概
要

用途

建設地

構造・工法

階数

高さ（ｍ）



２．４．２ 実証事業の概要 
実証事業名：地域工務店による高環境性能事務所の建築実証 

建築主等／協議会運営者：協同組合東濃地域木材流通センター／株式会社ハフニアムアー

キテクツ 

 
１．実証した建築物の概要 

用途 事務所 

建設地 岐阜県恵那市 

構造・工法 木造軸組工法＋CLT床・屋根の一部等 

階数 ２ 

高さ（ｍ） 7.16 軒高（ｍ） 5.7 

敷地面積（㎡） 459.98 建築面積（㎡） 190.61 

階別面積(㎡) 
１階 186.14 

延べ面積（㎡） 262.98 
２階 76.84 

CLT 採用部位 床、屋根 

CLT 使用量（m3） 加工前製品量 15.37 m3、建築物使用量 13.50 m3 

CLT を除く木材使用量（m3） 44.48m3 

CLT の仕様 

（部位） （寸法 / ラミナ構成 / 強度区分 / 樹種） 

壁 ― 

床 150mm厚/5層 5プライ/Mx60A相当/スギ 

屋根 36mm厚/3層 3プライ/Mx60A相当/スギ 

設計期間 R5年 4月～R6 11月（20カ月） 

施工期間 R6年 12月～R7年 6月予定（7ヵ月） 

CLT 躯体施工期間 
R7年 2月中旬（床 2～3時間、トラス 2日（ただしトラ

スの大部分は製材） 

竣工年月日 2025年 6月末日 

 
２．実証事業の目的と設定した課題 

 トラス嵌合部の CLT 木口の接合部支圧特性、および接合部全体としての構造特性値の

取得 
 建物全体としての環境性能の定量的評価とそれを達成するための各部仕様の検討 
 
  



３．協議会構成員 

（設計統括・構造設計）㈱ハフニアムアーキテクツ：福山【協議会運営者】 
（環境設計・施工）金子建築工業㈱：堀 
（環境設計監修）東京大学前研究室：前  
（原木供給）石川県森林組合連合会、岐阜県森林組合連合会東濃林産共販所：赤池、 
（材料）㈱中東：北野、鳥取 CLT：岩坂、協同組合東濃地域木材流通センター・木 point：
片田 
（金物）㈱シネジック：石森 
（試験）森林文化アカデミー： 小原 
 
４．課題解決の方法と実施工程 

接合部の仕様についてはハフニアムアーキテクツが中心となり設計仕様、試験条件をとり

まとめ、性能確認は森林文化アカデミーで行った。CLT 木口と木の嵌合接合部の支圧試験

を 3 条件各７体行った。破壊性状に問題がなく十分な余力があること、CLT 特有の木口め

り込みの変形性状が確認された。 
また室内環境については、前研究室によって全体の熱収支の確認と詳細な条件入力に基づ

く非定常解析を行い、オフグリッド化も可能であるレベルの内部環境が得られることが分

かった。 
＜協議会の開催＞ 
第１回(9/18, web) 問題点洗い出し、前研究室との環境設計整理 
第２回(10/2, web)実施設計整理 
第３回(10/16, web)環境シミュレーション結果報告と設備設計整理(第 2 回） 
第４回(10/28 web)プレカットに関する打合せ 
第５回(11/6, web)プレカットに関する打合せ(第 2 回） 
第６回(11/13, web)環境シミュレーション結果報告と設備設計整理(第 3 回） 
第７回(11/22,現地)プレカットに関する打合せ＠東海プレカット岐阜(第 3 回） 
第８回(11/27, web)環境シミュレーション結果報告と設備設計整理(第 4 回） 
第９回(12/4, web)定例実施設計会議（意匠構造と断熱納まりに関する協議等） 
第１０回(12/11, web)定例実施設計会議（意匠構造と断熱納まりに関する協議等） 
第１１回(12/18, web)定例実施設計会議（意匠構造と断熱納まりに関する協議等） 
第１２回(12/25, web)定例実施設計会議（意匠構造と断熱納まりに関する協議等） 
第１３回(1/8, web)定例実施設計会議（意匠構造と断熱納まりに関する協議等） 
第１４回(1/15-16, 現地)現場定例設計会議（第１回） 
第１５回(1/22, web)現場定例設計会議（第２回） 
第１６回(1/27, 現地)現場定例設計会議（第３回） 
第１７回(2/5, web)現場定例設計会議（第４回） 
第１８回(2/12-14, 現地)現場定例設計会議（第５回） 



＜設計＞ 
R6 年 9-10 月：実施設計 
11-12 月：建築確認申請手続き 
12/13 確認済証受領 
＜施工＞ 
R6 年 12 月：工事契約 
R7 年 1 月初旬：着工 
1 月下旬：基礎工事終了 
1 月下旬：土台敷き、一部の鉄骨柱の先行建方 
R7 年２月 10 日～：木工事 
＜性能確認＞ 
R6 年 11/18-22：支圧接合部せん断試験、３条件 21 体（岐阜県立森林文化アカデミー） 
 
５．得られた実証データ等の詳細 

設定した課題において次の結果が得られた。 
（１）t36mmCLT の嵌合接合部の構造特性値の取得 
（２）CLT 床を利用して極小化した一体空間の環境特性のシュミレーション結果 
 
６．本実証により得られた成果 

 非住宅建物の高断熱高気密化を図るための、構造と一体となったディテールの整理 
 CLT 嵌合支圧接合部の仕様検討と試験 
 日射取得や床下温水循環の効果、冷暖房時の気流などをシミュレーションによって定

量的に評価。今後の自主的なデータ取得により実測値も得る予定。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 接合部試験の様子、および室内環境シミュレーションの例 
  



７．建築物の平面図・立面図・写真等 

 

写真 1 建方の様子 
 

 

図２ 矩計図 
 
 



２．４．３ 成果物 
2.4.3.1 設定した課題 
トラス嵌合部の CLT 木口の接合部支圧特性、および接合部全体としての構造特性値の取得 
建物全体としての環境性能の定量的評価とそれを達成するための各部仕様の検討 
 
2.4.3.2 設計の概要 
用途：事務所 
規模：地上 2 階建て 
構造：木造軸組工法 
延床面積：約 260 ㎡ 

 
2 階建てショールーム兼事務所を 4 号建築物（構造設計・仕様規定ルート）として設計した。薄物 CLT

を利用したトラス架構と、CLT 床を利用して全体高さを絞りながら一室空間化した。設計した平面図・

断面図を図 1~3 に、建て方状況を写真 1~2 示す。 

 
図-1 1F 平面図 

 



 
図-2 2F 平面図 

 

 
図-3 断面図 

 



 
写真-1 建て方状況 

 

 
写真-2 建て方状況 



2.4.3.3 構造解析ソフトによる検討 
 薄物 CLT を圧縮材として利用したトラス架構について、構造解析ソフト midas iGen v8.5.1 (R1)を用

いて検討を行った。 

 
図-1 曲げの解析 

 
図-2 軸力の解析 



 
図-3 垂直変位の解析 

 
  



2.4.3.4 支圧接合部試験 
 1)試験概要 
薄物 CLT を圧縮材として利用したトラス架構について、その端部接合部（図 1、図 2）の剛性、強度

は設計上非常に重要であるが、CLT を用いるため既存の設計式の前提条件に当てはまらないと考えられ

る。加えて、軸材端部せん断破壊の有無も確認の必要があるため、支圧接合部試験を行った。 

 
図-1 トラス断面図 

 

 
図-2 トラスの３D モデル 

 
  



2)試験体 
試験体図を図 3 に示す。①の試験体が本物件で適用する仕様、②③の試験体は今後の応用を見越して

ハンキンソン式の適用可能性を調べるため追加したパラメータである。また、パラメータの比較ができ

るように、同一の CLT のラミナで構成するために図 4 のような木取りとした。 

 

 

 
図-3 試験体図 

 

 
図-4 試験体の木取り 



3)試験結果 
実仕様の試験結果を表 1、図 5 に示す。 

表-1 実仕様 試験結果表 

 
 

  
図-5 実仕様 荷重-変位曲線、荷重-act 変位曲線 

 
 

  



繊維直交方向仕様の試験結果を表 2、図 6 に示す。 
表-2 繊維直交方向仕様 試験結果 

 
 

  
図-6 繊維直交方向仕様 荷重-変位曲線、荷重-act 変位曲線 

 
  



繊維平行方向仕様の試験結果を表 3、図 7 に示す。 
表-3 繊維平行方向仕様 試験結果 

 
 

  
図-7 繊維平行方向仕様 荷重-変位曲線、荷重-act 変位曲線 

 

  



2.4.3.5 熱負荷シミュレーション 
 1)熱負荷解析設定条件 

CLT 床を利用して全体高さを絞りながら一室空間化し、日射取得を得ながら高断熱化することで、安

定した室内環境が得られることを実証する。東京大学の前真之研究室に依頼し、熱負荷のシミュレーシ

ョンを行った。設計者の図面・３D モデルを元にして図-1 のように熱負荷検討用モデルを作成した。 

 
図-1 熱負荷検討用のモデル 

 外皮の仕様は設計者の断面図に従って設定した。開口部については、南面の大開口のみ日射取得型、そ

れ以外は日射遮蔽型とし、U 値：0.7、取得型η値：0.58、遮蔽型η値：0.33 とした。 
 また、比較用として図 2 の一般断熱仕様モデルも作成した。 

 
図-2 比較用標準仕様 

  



空調スケジュールは、すべての Zone において冷房（26℃設定）：8:00-21:00（平日）、暖房（22℃設定）：

8:00-21:00（平日）、換気は１回/h の設定とした。 
その他の機器・照明などのスケジュールは図 3~5 に示すように、Climate Studio の Office 標準設定に

合わせた。 

 
図-3 人のスケジュール 

 
図-4 機器のスケジュール 

 
図-5 照明のスケジュール 

また、中央部の土壁の蓄熱効果を確認するためのシミュレーションも行った。間仕切りを少なくした簡

易的なモデルに作り直し、熱容量(容積比熱)：1100[kJ/m3K]、比熱：0.86[kJ/kg℃]、密度：1280[kg/m3]
を設定し、室全体の熱負荷や室温に与える影響などを調べた。 

 
図-6 土壁部分 

  



2) 熱負荷解析結果 
 解析ソフトは Rhinoceros + Grasshopper + Climate Studio を用いた。解析結果を図 7 に示す。 
 グラフを見ると、新社屋仕様は窓からの貫流熱損失が非常に小さくなっている。一方で、窓からの日射

熱取得は大幅に増加しており、夏場は南面の窓に外部スクリーン等を設置して、日射を遮蔽することが

効果的であることが確認できた。 

 
図-7 解析結果 

 
図-8 解析例 

また、土壁の蓄熱検討の解析結果を図 8 に、自然室温の解析結果を図 9,10 に示す。昼間の急激温度上

昇を抑え、厚さ 200mm 程度で１℃程度の温度上昇を抑えられることが確認できた。一方で冬場の暖房負



荷は増加するが、日射熱を蓄熱利用した場合には負荷の低減につながると考えられる。 

 
図-9 冬(1/18-1/24)の自然室温解析結果 

 
図-10 夏(8/18-8/24)の自然室温解析結果 
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3)特定日時解析 
 特定日時解析により、エアコンによる立ち上がり時間の検証を行った(図 11,12)。空調機を置く想定

である各室それぞれで解析を行い、熱負荷計算ソフトにおける暖房負荷・冷房負荷の数値に反映した。 

 
図-11 暖房立ち上がり時間の解析 

 

 
図-12 会議室における暖房立ち上がり時間の解析 

  



4)CFD 解析の設定条件 
 空調方式、換気方式等の詳細な検討のため、様々な条件での CFD 解析を行った。モデルは Rhinoceros
で作成し、FlowDesigner で解析を行った。 
 解析条件を図 13 に、ポリカーボネートによる断熱境界位置を図 14 に、設定エアコン位置を図 15 に、

設定した給排気位置を図 16、17 に示す。給気は熱交換換気の利用を想定して夏期 28.1℃、冬期 19.5℃と

した。 

 
 

図-13 解析例 図-14 ポリカーボネート設置位置 

 

 
図-15 設定エアコン位置 

 
 
 
 



 
図-16 給気口位置 

 
図-17 排気口位置 

  



5)CFD 解析の結果 
CFD 解析結果の一部を図 18~21 に示す。冷房方式・ポリカーボネートの隙間・換気方式のパラメータ

ーを変更して比較した。解析結果から冷房期の熱だまり、給湯室の温度調節、エアコンの風による不快感

などの懸念点が判明した。それらの対策として、エアコン位置や給排気量の調整を検討し、実際の設計に

も反映させることとした。 

 
図-18 冷房期の温度解析 

 

 
図-19 冷房機の PMV 解析 



 
図-20 暖房期の温度解析 

 

 
図-21 暖房期の PMV 解析 
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